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• IPv6ユニキャストルーティングの設定例（15ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォーム

およびソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6ホスト機能の設定に関する情報
この章では、Catalyst 2960、2960-S、または 2960-Cの IPv6ホスト機能を設定する方法につい
て説明します。

IPv6ホスト機能を使用するには、スイッチが LAN Baseイメージを実行している必要がありま
す。

（注）

IPv6 Multicast Listener Discovery（MLD）スヌーピングの設定については、MLDスヌーピング
設定を参照してください。

Catalyst 2960スイッチでデュアルスタック環境（IPv4と IPv6の両方をサポートする）をイネー
ブルにするには、スイッチングデータベース管理（SDM）テンプレートをデュアル IPv4およ
び IPv6テンプレートに設定する必要があります。「デュアル IPv4および IPv6プロトコルス
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タック」の章を参照してください。このテンプレートは、Catalyst 2960-Sスイッチではサポー
トされません。

この章で使用しているコマンドの完全な構文と使用方法については、手順の中で参照している

Cisco IOSのマニュアルを参照してください。
（注）

IPv6の概要
IPv4ユーザは IPv6に移行することができ、エンドツーエンドのセキュリティ、Quality ofService
（QoS）、およびグローバルに一意なアドレスのようなサービスを利用できます。IPv6アドレ
ススペースによって、プライベートアドレスの必要性が低下し、ネットワークエッジの境界

ルータで Network Address Translation（NAT;ネットワークアドレス変換）処理を行う必要性も
低下します。

シスコの IPv6の実装方法については、次の URLを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6553/products_ios_technology_home.html

IPv6およびこの章のその他の機能については、

•『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してください。

• Cisco.comの [Search]フィールドを使用して、Cisco IOSソフトウェアマニュアルを特定し
ます。たとえば、スタティックルートについての情報が必要な場合は、[Search]フィール
ドで Implementing Static Routes for IPv6と入力すると、スタティックルートについて調べ
られます。

IPv6 Addresses

スイッチがサポートするのは、IPv6ユニキャストアドレスのみです。サイトローカルなユニ
キャストアドレスおよびマルチキャストアドレスはサポートされません。

IPv6の 128ビットアドレスは、コロンで区切られた一連の 8つの 16進フィールド
（n:n:n:n:n:n:n:n.の形式）で表されます。次に、IPv6アドレスの例を示します。

2031:0000:130F:0000:0000:09C0:080F:130B

実装を容易にするために、各フィールドの先行ゼロは省略可能です。上記アドレスは、先行ゼ

ロを省略した次のアドレスと同じです。

2031:0:130F:0:0:9C0:80F:130B

2つのコロン（::）を使用して、ゼロが連続する 16進フィールドを表すことができます。ただ
し、この短縮形を使用できるのは、各アドレス内で 1回のみです。

2031:0:130F::09C0:080F:130B

IPv6アドレス形式、アドレスタイプ、および IPv6パケットヘッダーの詳細については、
Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/
ios/ipv6_basic/configuration/xe-3e/ip6b-xe-3e-book.htmlを参照してください。
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• IPv6アドレス形式

• IPv6アドレスタイプ：マルチキャスト

•「IPv6 Address Output Display」

•簡易 IPv6パケットヘッダー

サポート対象の IPv6ユニキャストルーティング機能

ここでは、スイッチでサポートされている IPv6プロトコル機能について説明します。

128ビット幅のユニキャストアドレス

スイッチは集約可能なグローバルユニキャストアドレスおよびリンクに対してローカルなユ

ニキャストアドレスをサポートします。サイトに対してローカルなユニキャストアドレスは

サポートされていません。

•集約可能なグローバルユニキャストアドレスは、集約可能グローバルユニキャストプレ
フィックスの付いた IPv6アドレスです。このアドレス構造を使用すると、ルーティング
プレフィックスを厳格に集約することができ、グローバルルーティングテーブル内のルー

ティングテーブルエントリ数が制限されます。これらのアドレスは、組織を経由して最

終的にインターネットサービスプロバイダーに至る集約リンク上で使用されます。

これらのアドレスはグローバルルーティングプレフィックス、サブネット ID、およびイ
ンターフェイス IDによって定義されます。現在のグローバルユニキャストアドレス割り
当てには、バイナリ値001（2000::/3）で開始するアドレス範囲が使用されます。プレフィッ
クスが 2000::/3（001）～E000::/3（111）のアドレスには、ExtendedUnique Identifier（EUI）
64フォーマットの 64ビットインターフェイス IDを設定する必要があります。

•リンクに対してローカルなユニキャストアドレスをすべてのインターフェイスに自動的に
設定するには、修飾 EUIフォーマット内で、リンクに対してローカルなプレフィックス
FE80::/10（1111 1110 10）およびインターフェイスIDを使用します。ネイバー探索プロト
コル（NDP）およびステートレス自動設定プロセスでは、リンクに対してローカルなアド
レスが使用されます。ローカルリンク上のノードは、リンクに対してローカルなアドレス

を使用します。通信する場合に、グローバルに一意なアドレスは不要です。IPv6ルータ
は、リンクに対してローカルな送信元または宛先アドレスを持つパケットをその他のリン

クに転送しません。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Implementing IPv6
Addressing and Basic Connectivity」の章にある IPv6ユニキャストアドレスに関する項を参照し
てください。

IPv6の DNS

IPv6は、ドメインネームシステム（DNS）のレコードタイプを、DNS名前/アドレスおよび
アドレス/名前の検索プロセスでサポートします。DNSAAAAリソースレコードタイプは IPv6
アドレスをサポートし、IPv4のAアドレスレコードと同等です。スイッチは IPv4および IPv6
の DNS解決をサポートします。
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ICMPv6

IPv6のインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）は、ICMP宛先到達不能メッセー
ジなどのエラーメッセージを生成して、処理中に発生したエラーや、その他の診断機能を報告

します。IPv6では、ネイバー探索プロトコルおよびパスMTUディスカバリに ICMPパケット
も使用されます。

ネイバー探索

スイッチは、IPv6対応のNDP、ICMPv6の最上部で稼働するプロトコル、およびNDPをサポー
トしない IPv6ステーション対応のスタティックネイバーエントリをサポートします。IPv6ネ
イバー探索プロセスは ICMPメッセージおよび送信請求ノードマルチキャストアドレスを使
用して、同じネットワーク（ローカルリンク）上のネイバーのリンク層アドレスを判別し、ネ

イバーに到達できるかどうかを確認し、近接ルータを追跡します。

スイッチは、マスク長が 64未満のルートに対して ICMPv6リダイレクトをサポートしていま
す。マスク長が 64ビットを超えるホストルートまたは集約ルートでは、ICMPリダイレクト
がサポートされません。

ネイバー探索スロットリングにより、IPv6パケットをルーティングするためにネクストホッ
プ転送情報を取得するプロセス中に、スイッチ CPUに不必要な負荷がかかりません。IPv6パ
ケットのネクストホップがスイッチによってアクティブに解決しようとしている同じネイバー

である場合は、そのようなパケットが追加されると、スイッチはそのパケットをドロップしま

す。このドロップにより、CPUに余分な負荷がかからないようになります。

IPv6のステートレス自動設定および重複アドレス検出

スイッチではステートレス自動設定が使用されているため、ホストやモバイル IPアドレスの
管理のような、リンク、サブネット、およびサイトアドレス指定の変更を管理することができ

ます。ホストはリンクに対してローカルな独自アドレスを自動的に設定します。起動元ノード

はルータに送信請求を送信して、インターフェイス設定をアドバタイズするようルータに要求

します。

自動設定および重複アドレス検出の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6Configuration
Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

IPv6アプリケーション

スイッチは、次のアプリケーションについて IPv6をサポートします。

• Ping、traceroute、Telnet

• IPv6トランスポートによるセキュアシェル（SSH）

• IPv6トランスポートによる HTTPサーバアクセス

• IPv4トランスポートによる AAAAの DNSレゾルバ

• IPv6アドレスの Cisco Discovery Protocol（CDP）サポート

これらのアプリケーションの管理に関する詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6
Configuration Library』を参照してください。
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IPv4と IPv6の二重プロトコルスタック

この図に、IPパケットおよび宛先アドレスに基づいて、同じインターフェイスを介して IPv4
および IPv6トラフィックを転送するルータを示します。

図 1 :インターフェイス上での IPv4/IPv6のデュアルサポート

デュアル IPv4および IPv6スイッチデータベース管理（SDM）テンプレートを使用して、IPv6
のルーティングデュアルスタック環境（IPv4および IPv6の両方をサポートする）を有効にし
ます。デュアル IPv4/IPv6SDMテンプレートの詳細については、「SDMテンプレートの設定」
を参照してください。

デュアル IPv4および IPv6テンプレートを使用すると、デュアルスタック環境でスイッチを使
用できるようになります。

•デュアル IPv4/IPv6テンプレートを最初に選択しないで IPv6を設定しようとすると、警告
メッセージが表示されます。

• IPv4専用環境のスイッチは、IPv4パケットをルーティングし、IPv4のQoSおよびACLを
ハードウェアで適用します。IPv6パケットはサポートされません。

•デュアル IPv4/IPv6環境で、スイッチは IPv4 QoSおよび ACLをハードウェアで適用しま
す。

•デュアルスタックテンプレートを使用すると、各リソースのハードウェアメモリ容量が
少なくなるため、IPv6を使用する予定がない場合はこのテンプレートを使用しないでくだ
さい。

IPv4/IPv6プロトコルスタックについての詳細は、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

SNMPと Syslog、IPv6による

IPv4と IPv6の両方をサポートするには、IPv6のネットワーク管理で IPv4および IPv6のトラ
ンスポートが必要になります。IPv6による Syslogは、このトランスポートのアドレスデータ
タイプをサポートします。

IPv6による SNMPおよび Syslogは、次の機能を提供します。

• IPv4と IPv6両方のサポート

• SNMPに対する IPv6トランスポート、および SNMP変更による IPv6ホストのトラップの
サポート
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• IPv6アドレス指定をサポートするための SNMPおよび Syslogに関連するMIB

• IPv6ホストをトラップレシーバとして設定

IPv6に関連するサポートでは、SNMPは既存の IPトランスポートマッピングを変更して、IPv4
と IPv6を同時にサポートします。次の SNMP動作は、IPv6トランスポート管理をサポートし
ます。

•デフォルト設定のユーザデータグラムプロトコル（UDP）SNMPソケットを開く

• SR_IPV6_TRANSPORTと呼ばれる新しいトランスポートメカニズムを提供

• IPv6トランスポートによる SNMP通知の送信

• IPv6トランスポートの SNMP名のアクセスリストのサポート

• IPv6トランスポートを使用した SNMPプロキシ転送のサポート

• SNMPマネージャ機能と IPv6トランスポートの連動確認

設定手順を含む、IPv6による SNMPについては、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Managing Cisco IOS Applications over IPv6」の章を参照してください。

設定手順を含む、IPv6による Syslogについては、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

IPv6上の HTTP（S）

HTTPクライアントは要求を IPv4 HTTPサーバと IPv6 HTTPサーバの両方に送信し、これらの
サーバは IPv4HTTPクライアントと IPv6HTTPクライアントの両方からの要求に応答します。
IPv6アドレスを含む URLは、16ビット値をコロンで区切った 16進数で指定する必要があり
ます。

受信ソケットコールは、IPv4アドレスファミリまたは IPv6アドレスファミリを選択します。
受信ソケットは、IPv4ソケットまたは IPv6ソケットのいずれかです。リスニングソケット
は、接続を示す IPvv4と IPv6の両方の信号を待ち受け続けます。IPv6リスニングソケットは、
IPv6ワイルドカードアドレスにバインドされています。

基本TCP/IPスタックは、デュアルスタック環境をサポートします。HTTPには、TCP/IPスタッ
ク、およびネットワーク層相互作用を処理するためのソケットが必要です。

HTTP接続を確立するには、基本ネットワーク接続（ping）がクライアントとサーバホストと
の間に存在する必要があります。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Managing Cisco IOS
Applications over IPv6」の章を参照してください。

EIGRP IPv6

スイッチは、IPv6の Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）をサポートしていま
す。IPv6の EIGRPは稼働するインターフェイス上で設定されるため、グローバルな IPv6アド
レスは不要です。IP Liteを実行しているスイッチは EIGRPv6スタブルーティングをサポート
します。

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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EIGRP IPv6インスタンスでは、実行する前に暗示的または明示的なルータ IDが必要です。暗
示的なルータ IDはローカルの IPv6アドレスを基にして作成されるため、すべての IPv6ノー
ドには常に使用可能なルータ IDがあります。ただし、EIGRP IPv6は IPv6ノードのみが含まれ
るネットワークで稼働するため、使用可能な IPv6ルータ IDがない場合があります。

EIGRP for IPv6の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing EIGRP for IPv6」の章を参照してください。

EIGRPv6スタブルーティング

EIGRPv6スタブルーティング機能は、エンドユーザの近くにルーテッドトラフィックを移動
することでリソースの利用率を低減させます。

EIGRPv6スタブルーティングを使用するネットワークでは、ユーザに対する IPv6トラフィッ
クの唯一の許容ルートは、EIGRPv6スタブルーティングを設定しているスイッチ経由です。
スイッチは、ユーザインターフェイスとして設定されているインターフェイスまたは他のデバ

イスに接続されているインターフェイスにルーテッドトラフィックを送信します。

EIGRPv6スタブルーティングを使用しているときは、EIGRPv6を使用してスイッチだけをス
タブとして設定するように、分散ルータおよびリモートルータを設定する必要があります。指

定したルートだけがスイッチから伝播されます。スイッチは、サマリー、接続ルート、および

ルーティングアップデートに対するすべてのクエリーに応答します。

スタブルータの状態を通知するパケットを受信した隣接ルータは、ルートについてはスタブ

ルータに照会しません。また、スタブピアを持つルータは、そのピアについては照会しませ

ん。スタブルータは、ディストリビューションルータを使用して適切なアップデートをすべ

てのピアに送信します。

次の図では、スイッチ Bは EIGRPv6スタブルータとして設定されています。スイッチAおよ
びCは残りのWANに接続されています。スイッチBは、接続ルート、スタティックルート、
再配信ルート、およびサマリールートをスイッチ Aと Cにアドバタイズします。スイッチ B
は、スイッチ Aから学習したルートをアドバタイズしません（逆の場合も同様です）。

図 2 : EIGRPスタブルータ設定
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EIGRPv6スタブルーティングの詳細については、『Cisco IOS IP Configuration Guide, Volume 2
of 3: Routing Protocols, Release 12.4』の「Implementing EIGRP for IPv6」を参照してください。

IPv6とスイッチスタック

スイッチにより、スタック全体で IPv6転送がサポートされ、スタックマスターで IPv6ホスト
機能がサポートされます。スタックマスターにより、IPv6ホスト機能および IPv6アプリケー
ションが実行されます。

新しいスタックマスターが選択中およびリセット中の間には、スイッチスタックによる IPv6
パケットの転送は行われません。スタックMACアドレスが変更され、これによって IPv6アド
レスが変更されます。ipv6 address ipv6-prefix/prefix length eui-64インターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して、拡張固有識別子（EUI）でスタック IPv6アドレスを指
定する場合、アドレスは、インターフェイスMACアドレスに基づきます。「IPv6アドレッシ
ングの設定と IPv6ホストのイネーブル化」の章を参照してください。

スタック上で永続的なMACアドレスを設定し、スタックマスターが変更された場合、スタッ
クMACアドレスは、約 4分間、変更されません。詳細については、「スイッチスタックの管
理」の「永続的なMACアドレスのイネーブル化」の章を参照してください。

IPv6のデフォルト設定
表 1 : IPv6のデフォルト設定

デフォルト設定機能

アドバンスデスクトップ。デフォルトは拡張テンプ

レート

SDMテンプレート

未設定IPv6アドレス

IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングのイネーブル化
ここでは、IPv6アドレスを各レイヤ 3インターフェイスに割り当てて、IPv6トラフィックを
スイッチ上でグローバル転送する方法を説明します。

スイッチ上の IPv6を設定する前に、次の注意事項に従ってください。

•必ずデュアル IPv4/IPv6 SDMテンプレートを選択してください。

• ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドでは、16ビット値を使
用したコロン区切りの 16進形式で指定したアドレスで ipv6-address変数および ipv6-prefix
変数を入力する必要があります。prefix-length変数（スラッシュ（/）で始まる）は、プレ
フィックス（アドレスのネットワーク部分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示

す 10進値です。

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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インターフェイス上の IPv6トラフィックを転送するには、そのインターフェイス上でグロー
バル IPv6アドレスを設定する必要があります。インターフェイス上で IPv6アドレスを設定す
ると、リンクに対してローカルなアドレスの設定、およびそのインターフェイスに対する IPv6
のアクティブ化が自動的に行われます。設定されたインターフェイスは、次に示す、該当リン

クの必須マルチキャストグループに自動的に参加します。

•インターフェイスに割り当てられた各ユニキャストアドレスの送信要求ノードマルチキャ
ストグループ FF02:0:0:0:0:1:ff00::/104（このアドレスはネイバー探索プロセスで使用され
る）

•すべてのノードを含む、ルータリンクに対してローカルなマルチキャストグループFF02::1

•すべてのルータを含む、リンクに対してローカルなマルチキャストグループ FF02::2

IPv6ルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6ConfigurationLibrary』
の「Implementing Addressing and Basic Connectivity for IPv6」の章を参照してください。

IPv6アドレスをレイヤ 3インターフェイスに割り当てて IPv6転送をイネーブルにするには、
特権 EXECモードで次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

IPv4および IPv6をサポートする SDMテンプレー
トを選択します。

sdm preferdual-ipv4-and-ipv6 {default}

例：

ステップ 2

• default：スイッチをデフォルトテンプレート
に設定して、システムリソースを均衡化しま

す。

Device(config)# sdm prefer dual-ipv4-and-ipv6
default

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3

Device(config)# end

オペレーティングシステムをリロードします。reload

例：

ステップ 4

Device# reload

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチのリロード後、グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

configureterminal

例：

ステップ 5

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 6

次のいずれかを使用します。ステップ 7 • IPv6アドレスの下位 64ビットの拡張固有識別
子（EUI）を使用して、グローバル IPv6アド• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length eui-64
レスを指定します。ネットワークプレフィッ• ipv6 address ipv6-address/prefix length
クスだけを指定します。最終の 64ビットは、• ipv6 address ipv6-address link-local
スイッチのMACアドレスから自動的に計算さ• ipv6 enable
れます。これにより、インターフェイス上で

IPv6処理がイネーブルになります。例：

Device(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64 •インターフェイスの IPv6アドレスを手動で設

定します。
Device(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8:c18:1::/64 •インターフェイスで IPv6がイネーブルな場合

に自動設定されるリンクローカルなアドレスで

なく、インターフェイス上の特定のリンクローDevice(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::
link-local

カルなアドレスを使用するように指定します。

このコマンドにより、インターフェイス上で

IPv6処理がイネーブルになります。
Device(config-if)# ipv6 enable

•インターフェイスに IPv6リンクローカルなア
ドレスを自動設定し、インターフェイスでの

IPv6処理をイネーブルにします。リンクに対
してローカルなアドレスを使用できるのは、同

じリンク上のノードと通信する場合だけです。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 8

Device(config-if)# exit

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Device(config)# end

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show ipv6 interface interface-id

例：

ステップ 10

Device# show ipv6 interface gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

ステップ 11

Device# copy running-config startup-config

IPv6 ICMPレート制限の設定（CLI）
ICMPレート制限はデフォルトでイネーブルです。エラーメッセージのデフォルト間隔は 100
ミリ秒、デフォルトバケットサイズ（バケットに格納される最大トークン数）は 10です。

ICMPレート制限パラメータを変更するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

IPv6 ICMPエラーメッセージの間隔とバケットサイ
ズを設定します。

ipv6 icmp error-interval interval [bucketsize]

例：

ステップ 2

• interval：バケットに追加されるトークンの間隔
（ミリ秒）。指定できる範囲は 0～ 2147483647
ミリ秒です。

Device(config)# ipv6 icmp error-interval 50 20

• bucketsize：（任意）バケットに格納される最大
トークン数。指定できる範囲は 1～ 200です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3

Device(config)# end

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show ipv6 interface [interface-id]

例：

ステップ 4

Device# show ipv6 interface gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

ステップ 5

Device# copy running-config startup-config

IPv6のスタティックルーティングの設定（CLI）
スタティック IPv6ルートを設定する前に、ip routingグローバルコンフィギュレーションコ
マンドを使用してルーティングをイネーブルにし、ipv6 unicast-routingグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して IPv6パケットの転送をイネーブルにし、インターフェイ
スに IPv6アドレスを設定して少なくとも 1つのレイヤ 3インターフェイス上で IPv6をイネー
ブルにする必要があります。

スタティック IPv6ルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6
Configuration Library』の「Implementing Static Routes for IPv6」の章を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

スタティック IPv6ルートを設定します。ipv6 route ipv6-prefix/prefix length {ipv6-address |
interface-id [ipv6-address]} [administrative distance]

ステップ 2

• ipv6-prefix：スタティックルートの宛先となる
IPv6ネットワーク。スタティックホストルー例：

トを設定する場合は、ホスト名も設定できま

す。
Device(config)# ipv6 route 2001:0DB8::/32
gigabitethernet2/0/1 130

• /prefix length：IPv6プレフィックスの長さ。プ
レフィックス（アドレスのネットワーク部分）

を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す

10進値です。10進数値の前にスラッシュ記号
が必要です。

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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目的コマンドまたはアクション

• ipv6-address：指定したネットワークに到達する
ために使用可能なネクストホップの IPv6アド
レス。ネクストホップの IPv6アドレスを直接
接続する必要はありません。再帰処理が実行さ

れて、直接接続されたネクストホップの IPv6
アドレスが検出されます。このアドレスはRFC
2373に記載された形式（16ビット値を使用し
たコロン区切りの 16進表記で指定）で設定す
る必要があります。

• interface-id：Point-To-Point（ポイントツーポイ
ント）インターフェイスおよびブロードキャス

トインターフェイスからのダイレクトスタ

ティックルートを指定します。ポイントツーポ

イントインターフェイスの場合、ネクストホッ

プの IPv6アドレスを指定する必要はありませ
ん。ブロードキャストインターフェイスの場合

は、常にネクストホップの IPv6アドレスを指
定するか、または指定したプレフィックスをリ

ンクに割り当てて、リンクに対してローカルな

アドレスをネクストホップとして指定する必要

があります。パケットの送信先となるネクスト

ホップの IPv6アドレスを指定することもできま
す。

リンクに対してローカルなアドレスをネク

ストホップとして使用する場合は、

interface-idを指定する必要があります（リ
ンクに対してローカルなネクストホップ

を隣接ルータに設定する必要もありま

す）。

（注）

• administrative distance：（任意）アドミニスト
レーティブディスタンス。指定できる範囲は 1
～ 254です。デフォルト値は 1で、この場合、
接続されたルートを除くその他のどのルートタ

イプよりも、スタティックルートが優先しま

す。フローティングスタティックルートを設

定する場合は、ダイナミックルーティングプ

ロトコルよりも大きなアドミニストレーティブ

ディスタンスを使用します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# end

IPv6ルーティングテーブルの内容を表示して、設定
を確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 4

• show ipv6 static [ipv6-address | ipv6-prefix/prefix
length ] [interface interface-id ] [detail]][recursive]
[detail]

• interface interface-id：（任意）出力インターフェ
イスとして指定されたインターフェイスを含む

スタティックルートのみを表示します。• show ipv6 route static [updated]

例： • recursive：（任意）再帰スタティックルートの
みを表示します。recursiveキーワードはDevice# show ipv6 static 2001:0DB8::/32 interface

gigabitethernet2/0/1
interfaceキーワードと相互に排他的です。ただ
し、コマンド構文に IPv6プレフィックスが指定

または
されているかどうかに関係なく、使用すること

ができます。
Device# show ipv6 route static

• detail：（任意）次に示す追加情報を表示しま
す。

•有効な再帰ルートの場合、出力パスセット
および最大分解深度

•無効なルートの場合、ルートが無効な理由

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

ステップ 5

Device# copy running-config startup-config

IPv6の表示
次のコマンドの構文および使用方法の詳細については、Cisco IOSのコマンドリファレンスを
参照してください。

表 2 : IPv6をモニタリングするコマンド

目的コマンド

アクセスリストのサマリーを表示します。show ipv6 access-list

IPv6の Ciscoエクスプレスフォワーディング
を表示します。

show ipv6 cef

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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目的コマンド

IPv6インターフェイスのステータスと設定を
表示します。

show ipv6 interfaceinterface-id

宛先キャッシュごとに IPv6 MTUを表示しま
す。

show ipv6 mtu

IPv6ネイバーキャッシュエントリを表示しま
す。

show ipv6 neighbors

IPv6プレフィックスリストを表示します。show ipv6 prefix-list

スイッチの IPv6ルーティングプロトコルのリ
ストを表示します。

show ipv6 protocols

IPv6 RIPルーティングプロトコルステータス
を表示します。

show ipv6 rip

IPv6ルートテーブルエントリを表示します。show ipv6 route

IPv6スタティックルートを表示します。show ipv6 static

IPv6トラフィックの統計情報を表示します。show ipv6 traffic

IPv6ユニキャストルーティングの設定例

IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングのイネーブル化：例
次に、IPv6プレフィックス 2001:0DB8:c18:1::/64に基づく、リンクに対してローカルなアドレ
スおよびグローバルアドレスを使用して、IPv6をイネーブルにする例を示します。EUI-64イ
ンターフェイス IDが、両方のアドレスの下位 64ビットで使用されます。show ipv6 interface
EXECコマンドの出力は、インターフェイスのリンクに対してローカルなプレフィックス
FE80::/64にインターフェイス ID（20B:46FF:FE2F:D940）を付加する方法を示すために追加さ
れています。

Device(config)# ipv6 unicast-routing
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/11

Device(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64
Device(config-if)# end
Device# show ipv6 interface gigabitethernet1/0/11
GigabitEthernet1/0/11 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
2001:0DB8:c18:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 2001:0DB8:c18:1::/64 [EUI]
Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2

IPv6ユニキャストルーティングの設定
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FF02::1:FF2F:D940
MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.

IPv6 ICMPレート制限の設定：例
次に、IPv6 ICMPエラーメッセージ間隔を 50ミリ秒に、バケットサイズを 20トークンに設
定する例を示します。

Device(config)#ipv6 icmp error-interval 50 20

IPv6のスタティックルーティングの設定：例
次に、アドミニストレーティブディスタンスが 130のフローティングスタティックルートを
インターフェイスに設定する例を示します。

Device(config)# ipv6 route 2001:0DB8::/32 gigabitethernet2/0/1 130

IPv6の表示：例
次に、show ipv6 interface特権 EXECコマンドの出力例を示します。

Device# show ipv6 interface
Vlan1 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
3FFE:C000:0:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 3FFE:C000:0:1::/64 [EUI]

Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2
FF02::1:FF2F:D940

MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds

<output truncated>
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